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巻末資料9 2009年度FD委員会年間活動

はじめに 

2009年度の FD委員会の活動は 4月 7日に森脇儀委員長より申し送りを受け、ヨ〉定伊i研

修会、号外部講師による講、議会、③授業参観、母学生への按業アンケ-r-，舎教員へのア

ンケートの 5部門での活動を轄とすることを確認、し、活動を撰始した。年度当初に確認、し

た委員構成や活動計爵は以下のとおりである。

委員長 岩本美砂子

学部長補佐 藤留停車

委員文化学耕 漬森太蔀赤岩降克玉克哉立)11勝仁O 荒井茂夫。

法律経済学科 岩本美砂子水落暁O 域内義路o a中誠人O

昌口博和
 

(01土新委員)
 

2.2009年度人文学部都度計画に示されたFD委員金活動 

2009年度人文学部部捜計画において、本年度の FD委員合については、以下の通りの話

動の基本方針が示容れている。この基本方針に従って具手私的活動計瞬を築窓すること iこな

る。

(整理番号3-2)人文学部学生iこよる f授業に関するアンケート j で全体の平均が前年疫を

上回ることを目指し、 FD活動を行う。(ぬ委員会)

(整理番号8-2) F D活動は次の議り行う。

(1)前期定撰研修会 

Q)6月定例研{審会 

~7月定例研修会

窃 9月定額j研修会(外部講鰐詔轄による講演金) 

(2)後期定例研修会 (11"'12月) 

(3)授業参観
 

ω 『活動報告書jの刊行
 

(5) アンケ…トの実擁 

(6) FD委員会活動の人文学部ホームページへの掲載

(整理番号 14-1)講義科目へのプレゼンテーション・ヂイスカッション型授業形慈の導入

さらに推し進め、 「考えるカj の育成が留られているかについて、これまでの検証

に基づき、必要に誌とて改善する。

(整理番号21-1)地域文化論先持の地域および言語・文学を柱とするカリキュラム、社会

科学専攻の地域特設政策・地譲経営法務を柱とするカリキュラムの改善案を引き続き

検討し、定員の超過艶題に対する早急な対策を策定する(組織磐員会〉 
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{整理番号21-2)横断的教育プログラム、学際的カジキュラムである f三重の文{とと

を中心見、地壊、盟際社会で活躍できる研究者・高護専門職業人膏或を自指し、地竣

性、罷擦性に配慮したカヲキュラムの改畿を行う(組識委員会)

{整理主除号25-1)オヲエンテーションセミナーや専門語草習を通じて、少人数課購探求型授

考える力の鰭義lこ効果的な指導方法を実践し、その効果を検証し、 f感じるカj

と「考えるカiの潤養に脊勢な指導方法を工夫する。

(整理番号26-1)サブ讃習科闘なども合め、実践的授業や自学自習問題解決型授業など、

生きる力の漏義iこ効果的な指導方法について、その効果を機鉦し、必要に応じて改善

を閥る。

(整理番号34-1)文化学科の各地域研究総論や法律経詩学科(社会科学科)の基礎総合な

どカリキュラム賀任単{立の教員が全員出動で組当する科呂などについて、教育目標に

射した新しい教育方法や教材を研究開発し、それらの成果の検証iこ基づき、必饗iこ応

じて改善を悶る。

(整理番号36-1)講義・演習に欝する基本ヂータ・資料を蓄積するための仕組みに基づき、

教膏内容やその教授方法の改善のための議論を支援するための資料を引きF続き提供す

る。 

3.j言語計盟 

2009年度人文学蔀年度計画を其体{とするため、次の活動を実施することとした。 

φ定摂j研鯵会(学部年震計調整理番号 8-2、整理番号 36ーし整理番号  36-2に対応〉

・6R定例 F D研修会


開催予定自 6月 10日〈水) 14:00"""'15:00 定例教般会前


会場 カリキュラム費校単位ごとに指定


内容 2008都度実施学生アンケートの脅さ分析と改善方法の議論
 

• 7丹症例 FD研f彦会

定例教授舎前14:00"-'15:00(水) 13 8月7関鑑予定日 

会場大学院専拶単位毎に指定

内審大学院教員iこ関して 

. 9丹または 10月(外部講師招聴による講諜会)


開催予定日 9月またはlOR定例教授会話


会場大会議室 


内容外部講師による講渡会 


讃賜 (予定)学生の質の変{とを把握する
 

• 12丹研修会(開催予定日 12月定例教授会前)


開催予定説 12月 9日{本) 14:00~15:00 定例教授余韻


会場 カリキュラム責任単位毎に指定


半年開の FD活動のf定者とアンケートの実施


窃捜業参観(学部年度計画整理番号  8 2、繋理番号 362に対tt)縄 幽 

今年震は次の手順でおこなうこととなった。 

9月に授業見学の希護者を募るための文書を作成して全教員 iこ龍子メールで発信す 
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る。 10月から 12月に希望者に見学を希盟する綬業者受け付ける。 F

けた教員に許諾を諮り日程等を調整し、実施後、授業見学者および授業公開者に

対しアンケ…トをおこなう。

告アンケ…ト(学部年度計画整理番号 14-1、整理番号 25・1、整理番号 2令 1、難璃番号 

34-1、整理番号 36-1 ~こ対1Ò)

学生アンケート:全学アンケートと

設さ主アンケート:全学アンケートと

教員アンケ…ト:学部独自のアンケートとして実擁

@年度末の院生の報告会 (1三重の文化と社余j報告会、{富論報告会)のいずれかへの教

の務加を?義務づけることを検討する(学部年度計画整理番号 21-1、繋理機号 21-2に

対応)
 

@W年次活動報骨書Jjの刊行


告 F 委員会活動の人文学部ホームページへの掲載


定例研修会および WFD活動報告審J饗皆の人文学部ホームベ…ジへの掲載 

4.活動締自

|き継ぎ会議 4)ヨ7S (火〉

1.事務引き継ぎ

蘇脇前委員長より各業務内都について説明があり、命定例研修会、岱外部講舗に

よる講演会、③授業参観、ゆ学生への授業アンケート、③教員へのアンケートの 

5部門での活動を軸とすることを確認し、活動を開始した。 

1間 FD委員会 4月 15日(水)

1.委員長の選出 

2. FD委員会業務内容の犠器、および 2009年度 FD委員会活動計轄について年間活動

の概絡を決定した6 

3.役割分担:次の通り、役割安分担した。


定例研修会担当:境、場内


講演会担当:岩本、


授業参観担当:児三氏


アンケート担当:水帯、立川、荒井、問中


全学アンケ…ト WG:水落


報告書担当〈舗集)潰


委員長岩本 
  

4. 2009年度 FD委員会話験計醤案作月教援会資科)の作成について 

5.段生の報告会 (1三重量の文fヒと社会j 報告金、修論報告会〉への教員の参加 iこつい

て
 

6制その他


@第 2困 FD委員会 5月 20日(水) 
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1. 6f:!FD研{事会� (6月定例教按合前)について、詳細を決定した。� 

2. 7月定例研修会の研{彦内容および実施明|闘等にいて、意見交換を行った。� 

3. 9月または� 10月定例研修会にって� 

4.全学アンケ…トについて、実撞方針iこ関する意見交換をおこなっ� 

5.捜業参観について� 

6.その能

岳� 6)ヲ定例FD研修会� 6月� 10日(水)� 14:00.-.....15:00 

会場 カジキュラム費託単f立毎に指定

内容� (1)2008年度実施学生アンケ}トの自己分析と改善方法の議論� 

(2)2008年度実施学生アンケート噴聞の検討� 

(3)外部講師による講演会について希盟聴取� 

(4)7丹研修会(議題「大学院教育に関する� FDJ)について、実範単イ立や検討を

必要とする事頃等について意晃聴数

@第3毘FD  6月� 17 t3 (水〉

1.議期末アンケ…トについて、� 

2. 7月定例� FD研修会� (7月定例教授会前)について、詳細を決定し� 

3. 10月� FD講演余について� 

4.その他

@前期学生アンケ…ト実擁 7丹� 6 t3 (月) .-.....7 f:!1Ot3 (金)実施 

(j)7足定額IFD研修会� 7月� 8 t3 (水) 14:00.-..... 15:00 

会場大学説委研究科の専務毎iこ指定

内容大学院教脊iこ関する� FD

(1)大学院生に対する暗究支援のあり方について� 

(2)その他

@第4田FD委員会� 7月� 15 t3 (水)

1.前期授業アンケートについて� 

2. 10尭定例研諺金(外部講額揺轄による講議会〉にでいて、実蒐要績を確認、し� 

3.授業参観について、実擁方法iこ寵する意見交換をおこった。� 

4.学部年度計画との対応の確認をおこなっ� 

5.その抱

⑨第 5凹FD委員会� 9月 16日(水)� 

1. FD講演会の収録について手JI[闘を決定した。� 

2.前期アンケート結果の蹴布作業について、返却方針と伸業の段取りを確認� 

3.授業参観について、実擁計輯の詳親を決定したG 

4.後期のFD活動について、実擁内容と方針を確蕗� 

nu 
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5. その他� 

⑮10月定例研修会(講演会)� 10月� 14日(水)� 13:00'"'-'15:00 

会場人文学部大会議室

講師果関皆範先生{駿古予鱒校、撃などの講師)

と適応力の現在j

@第6沼FD委員会� 10尭� 21員{水)

1.授業参観について、実蒐方法の確認をどおこなった。� 

2. 12月� FD研修会について、研艦内容と単位を決定した。� 

3. 前期授業アンケート返却作業について、作業日程を決定した。� 

4. その他

窃第7回F 11丹� 18日{本)

1.授業参観iこついて、参加申し込み状況iこついての中鰐報告がおこなわれたっ� 

2. 12丹� FD研{窮余について、研諺内容の雑誌をおこなった。� 

3. 後期授業辞儀アンケートについて、作業日程会決定した0 

4. その他� 

⑬12月定例FD研修会� 12月9日(水)� 14:00""""'15:00 

会場会場カリキュラム責任単位毎ι指定

内容� (1)2009 iド度FD活動について� 

(2)その龍

§授業参観を実施しア トを行った。

⑮第8自� FD委員会� 12月� 16日(水)

1.後期末アンケ…トじついて、実施方針を決定し� 

2.後期末アンケ…ト指摘準備作業について、段取りと分祖を決定した。� 

3. 院生の報告会� u三議の文化と社会j 報告金、修論報脅金)への教員の拳加につい

て、位置づけを?検針� 

4. 年次報告書の持戒について、報告書の章構成と艶~者を決定した。 

5. その龍

窃後期学生へのアン ト実施� 1月訪日(月) ，...，.." 1月� 22時(金)実施

。第9回FD委員会� 1月� 20日(水)

1.後期授業評価アンケートについて
 

2‘年次報告書作成について、執筆担当者を確認し、作業の段取りを決定した。
 

3. rFD活動アンケートjおよび� f授業参親アンケ…トjの集計結果の検討について、� 

2月定例委員会で議論することとした。� 
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4. その他

⑬大学院に関する� FD活動� 

1. r三重の文化と社会j 学内報告会で、参加教員にアンケートを行った。� 

2. r三重の文化と社会j 学外報告会で、参加教員にアンケートを行った。� 

3.修士論文報告会で、参加教員にアンケートを行った。

⑮第� 10回FD委員会� 2月� 17日(水)

1.後期末授業アンケート結果の配布について、返却方法と作業日程を決定した。� 

2. 	 r6月定例研修会J r7月定例研修会J fl0月定例研修会j の章の原稿を確認し

た。� 

3.	 教員による授業アンケートj 、� rFD活動アンケートj の集計結果について、

意見交換をおこなった。� 

4. その他

⑫第 11回� FD委員会� 3月� 23日(火)

1.年次報告書について、原稿を確認した。� 

2.本年度FD活動の総括(来年度への引き継ぎ事項)について� 

3. その他
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